２０１２年１１月１６日
２０１２年衆議院選挙　公開討論会・合同個人演説会
～　討論テーマ（案）～
■公開討論会の所要時間と参加人数に合わせて、下記よりテーマをお選び下さい。
・２人で討論会をする場合には、４つ程度のテーマと選択することを勧めます。
・３人以上の場合には、３つ程度のテーマと選択することを勧めます。
■テーマを各候補者に２～３分間で話して頂いた後に、より政党の考えを知るために更に掘り下げた　質問に１分程度話して頂きます。幾つか枠外に参考小テーマを記載しましたのでご活用ください。
なお、テーマ自体で出演者の意見が分かれた場合はそちらを具体的に掘り下げると効果的です。
テーマ（必須）
【自己紹介ならびに国家ビジョンについて（必須）】
テーマ（選択）
【経済・金融対策について】
　日本経済はリーマンショック、そして東日本大震災の後、低迷を続けています。企業の倒産も相次いでいます。今後もアメリカの「財政の崖」や日中関係の影響など一段の景気悪化が予想されています。またデフレも続いており、日本経済は厳しい状況となっています。日本経済が活気を取り戻すには、　　どのような政策を展開する必要があるのでしょうか。
小テーマ（案）：新産業の展開・輸出産業の活性化・企業の国際化・外国人労働者・円高及び為替対策
外国企業の誘致・アニメなどのソフト産業の展開・デフレ対策・ＴＰＰについて
テーマ（選択）
【年金・医療・介護などの社会保障制度について】
少子高齢化にともない、かつての年金システムの破綻から現在２０歳～３０歳の人たちは年金の需給さえもままならない状況となっています。また高齢者の増加によって医療費・介護費も増大の傾向が続きます。持続可能なシステムにする必要があります。皆様のお考えになる、年金・医療・介護について現状の問題点、また今後の方向性、展望について語っていただきたいと思います。
小テーマ（案）：年金の制度改革・消えた年金問題・若年層の年金加入対策・膨らむ医療費への対応
過疎地での医療対策・介護保険の改正・ＴＰＰについて
テーマ（選択）
【外交・安全保障政策について】
　尖閣諸島や竹島をめぐって、対中国、対韓国関係が冷え込んでいます。特に中国関係は、厳しい状況が続いています。領土は国家の基本となる部分でありますが、経済への影響も考えていく必要があります。どのように事態を打開していくのがいいとお考えでしょうか。外交・安全保障について現状の問題点、また今後の方向性、展望について語っていただきたいと思います。
小テーマ（案）：尖閣諸島の対応・竹島の対応・アジアの安全保障について・自衛隊の今後の方向性について
日米同盟のあり方について・沖縄の米軍基地問題
テーマ（選択）
【子育て・教育政策について】
子育て・教育は国家の将来を決める重要な課題です。新たな時代を担う教育はどうあるべきなのでしょうか。国際化教育、道徳教育、ＩＴ教育など様々な視点からの対応策を語っていただきたいと思います。また民主党政権による子育て支援政策や高校無償化政策をどのように評価しているかも重要なポイントになります。子育て・教育に関する現状の問題点、また今後の方向性、展望について語っていただきたいと思います。
小テーマ（案）：子育て支援・高校無償化（朝鮮学校の無償化を含む）・愛国教育
国際化教育（語学教育を含む）・道徳教育・IT教育・学力低下・教育予算の確保
テーマ（選択）
【財政再建について】
　日本は巨額の財政赤字を抱えています。このままであれば、日本の財政は破綻に近い状況になります。財政再建はこれからの重要な課題となっています。消費税のアップも賛否両論があるなか、活発な議論がなれてきました。消費税問題を含め、財政再建の問題についてどのようにお考えでしょうか。
小テーマ（案）：税制改革・消費税・税制改革・法人税・税制改革・贈与税や相続税・税制改革
景気刺激のための減税・行財政改革・公務員の数と給与
テーマ（選択）
【エネルギー政策について】
福島第一原発の事故もあり、これからのエネルギーをどのように確保するかが大きな課題となっています。原発の再稼働をどうするかも考えなければなりません。また、太陽光発電、風力発電、バイオマス発電などいわゆる自然エネルギーにどのように取り組むかも重要なポイントです。アメリカではシェールガスの技術開発が進み、大きな変化があります。これからのエネルギー政策について語ってください。
小テーマ（案）：原発の再稼働・太陽光発電・風力発電・バイオマス発電
シェールガスなどについての対応・その他の新エネルギー・省エネ対策
～　○×質問（案）　～
立候補予定者だけでなく、会場の聴衆もすべて参加する○×質問で、どこで行っても大好評です。立候補予定者は団扇に○と×を貼り付けてよくわかるように出してもらいます。聴衆は、Ａ４の紙に○と×を両面印刷し、それを各自持って参加します。コーディネーターだけが全体像をつかめますから、「会場はおおよそ７割の人が○をあげています」、とか「ほぼ半々に分かれています」とか説明します。立候補予定者の意見と会場の意見との差もわかって楽しめます。　※立候補予定者のみで行う場合もあります。
Ｑ１：憲法改正に賛成ですか？
【憲法について】
日本国憲法は１９４７年に施行されて以来、現在まで一度も改正されたことはありません。日本国憲法が戦後の日本の復興に大きな役割を果たしたことは確かですが、６５年も経った今、改正する必要があるという声もあります。平和・安全保障に関する国家の大きな方針を定めるものでもあります。憲法改正論議について、どのようにお考えでしょうか。
○×質問の回答の後に１分以内でご説明ください
Ｑ２：ＴＰＰに賛成ですか？
【ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）について】
ＴＰＰへの日本の参加をめぐっては大きな議論があります。様々な分野での構造改革の起爆剤になることや、海外進出を進める企業にとって大きなビジネスチャンスになることなどから賛成意見があります。一方、農業など第一次産業の衰退とそれに伴う失業と食料安全保障の危機や公的医療制度への悪影響などから反対意見も強いのです。ＴＰＰへの日本の参加をどのように考えますか。
○×質問の回答の後に１分以内でご説明ください
Ｑ３：道州制に賛成ですか？
【地方分権・道州制について】
　地方分権の必要性が唱えられてから時間がたちますが、なかなか本格的な展開になりません。　　地方分権・地方自治のあり方についてどのようにお考えでしょうか。その中で、道州制の導入についての議論があります。道州制の導入に賛成でしょうか、反対でしょうか。どのような道州制がよいとお考えでしょうか。
○×質問の回答の後に１分以内でご説明ください
Ｑ４：議員定数の削減に賛成ですか？
【政治改革および議員定数の削減について】
今回の衆議院の解散のきっかけとなった政治改革ですが小選挙区の区割り変更については０増５減　法案は国会で可決がされましたが、議員定数の削減については同意に留まり、来年の通常国会での課題となりました。そこで、率直にお伺いしたいのですが、議員定数の削減に賛成でしょうか、反対でしょうか。政治改革および定数の削減についてどのように考えますか。
○×質問の回答の後に１分以内でご説明ください
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